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新設小学校建設基本設計（案）に対する意見の反映状況について

反　映　区　分

学校からの意見

八潮市立小中学校施設建設委員会

大曽根・大瀬小学校運営協議会及びPTA正副会長

教職員向けワークショップ

保護者説明会

パブリックコメント

議員全体説明会



八潮市新設小学校建設基本設計（案）【給食室未決定時点】への意見と対応について

１　開催日
　　令和４年５月１０日（火）校長会にて意見提出を依頼

２　意見件数
　　意見提出校 （八幡小学校、松之木小学校）
　　意見件数

３　意見と市の考え方
反映区分

：意見を反映し、案を修正する（した）
：すでに案で対応している
：案の変更はしないが、実施設計で参考としていく
：意見を反映できなかった（しない）
：その他

意見の概要

2 多目的
室

　多目的室はいろいろな用途に
使えるのでよいと思うが、児童
用の更衣スペースについても配
慮してほしい。
　特に女子児童は、学年が上が
るにつれて気にすることが多く
なるので、更衣のためのスペー
スがあると良いと思う。

　単独の更衣室を新たに設ける
ことは面積上困難ですが、更衣
のためのスペースとして多目的
室や小空間等を利用することが
考えられます。
　学校現場で求められている
様々な用途に対応できる整備内
容となるよう実施設計で検討し
ます。

Ｃ

意見
番号

項目 ご意見の要旨 市の対応・考え方
反映
区分

1 グラウ
ンド

　グラウンドの直線レーン100
ｍの終端部について、走り切っ
た後のスペースをもう少し長く
取った方が良いのではないか。

　グラウンドは、１００ｍの直
線レーンを設置するために十分
な広さおよび形状としており、
スタートライン及びゴールライ
ンの位置は任意に設定可能なス
ペースが確保されています。

Ｂ

Ｄ 0 件
Ｅ 0 件

件
Ｂ 1 件
Ｃ 1 件

0

2 校
2 件

Ａ
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八潮市新設小学校建設基本設計（案）【給食室未決定時点】への意見と対応について

１　書面開催日
　　令和４年５月１６日（月）第1回八潮市立小中学校施設建設委員会

２　参加者
　　委員数　
　　意見件数

３　意見と市の考え方
反映区分

：意見を反映し、案を修正する（した）
：すでに案で対応している
：案の変更はしないが、実施設計で参考としていく
：意見を反映できなかった（しない）
：その他

意見の概要

2

3 防災 　屋上への外部階段がないが、
屋上は使用しないのか。また、
津波などが起きた場合も避難は
できないのか。

　ソーラーパネル等の設備が設
置される予定で、避難場所とし
ては想定しておりません。
　氾濫等による浸水対策として
は、校舎自体を１ｍかさ上げし
て建設する計画としています。

Ｄ

学童 　学童は考えているのか。 　子育て支援課で検討している
と伺っています。
　新設小学校の隣地に整備途中
の敷地があり、子育て支援課で
そこに学童の建築を検討してい
るとのことですが、建築される
かどうかは未定です。
　いずれにしても学童なしとい
うわけにはいかないので、なに
かしらの形で対応する必要があ
りますが、場所や時期などは検
討中とのことです。
　今までは、一校に一施設とい
う考え方だったが、近年は考え
方が変わってきており、学童ま
でバスで送迎することも検討し
ているとのことです。

Ｄ

1 防災 　数年前に鬼怒川決壊があった
が現在の計画だと、津波を想定
した屋上直結の避難階段の設置
がないが、今の資料の書き方は
やめたほうがいいと思う。
　中川が決壊しない保障はない
ため、検討はしたが、過去の歴
史を振り返ってそのような心配
がないというなら問題ないと思
う。

　今後の資料作成の参考といた
します。

Ｅ

意見
番号

項目 ご意見の要旨 市の対応・考え方
反映
区分

Ｅ 8 件

件
Ｂ 5 件
Ｃ 2 件

9 人
17 件

Ａ 0

Ｄ 2 件
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9 オープ
ンス
ペース

　教室のオープン化は、素晴ら
しい提案と思うが、近隣での施
工例はあるのか。西宮市の事例
では、教員、児童の感想はどう
だったのか。たとえば、草加市
高砂小学校でも、同じような教
室配置がされているようなの
で、使用者側の意見も聞き取り
調査してほしい。

　近隣の施工事例として、三郷
市の2校および越谷市の１校を
視察し、活用方法を伺いまし
た。
　昨今の感染症拡大の影響を受
けて、廊下との可動間仕切を開
放し、机間隔を広くとって授業
を行っている事例や、オープン
スペースに教材を置くことで教
室内を広く使っている事例が見
受けられました。
　また、以前から常時開放して
授業を行っている学校において
は、慣れてしまえば隣の教室の
音なども気にならないとの意見
を伺っています。

Ｃ

8 給食 　給食室の整備に関しては、議
員の方も気にしていると思う。
7月までに情報の整理をしてお
かないとSNSで捻じ曲げられ
る。

　給食室あり、給食室なしのど
ちらも図面としては作成できま
すが、図面でお示ししてしまう
と誤解を招く可能性があるた
め、空白部分のある図面として
います。

Ｅ

7 給食 　自校式の給食室ができる可能
性はあるのか。

　新設校だけでなく、市内全校
どうするのか学校教育部で検討
しており、学校給食ビジョンの
給食提供方式の検討結果が出る
まで決定できません。
　方向性が７月ごろには出るた
め、それまでは、図面上で給食
室となりうる箇所を空白とする
措置を取っています。なお、こ
の空白部分には、体育館とプー
ルも配置される予定になってい
ます。

Ｅ

6 防犯 既存１５校に防犯カメラはつけ
ているのか。

　現在、順次設置しており、来
年度で１５校すべて設置完了す
る予定です。
　新設小学校についても、建設
に合わせて設置予定です。

Ｂ

5 防犯 インターホンはあるのか。その
他、外部からの防犯対策はどう
するのか。

　正門や玄関にインターホンを
設置する予定です。
　また、敷地の外周部は、メッ
シュフェンスを設置する計画と
しています。

Ｂ

4 交通安
全

　北側道路の潮止中学校と接し
ている部分が、車の出入りが多
いので心配である。

　児童の通学は、住宅が多く道
路が広い西側の正門からの登校
を想定しています。
　潮止中学校側の道路について
も交通安全に配慮した計画とな
るように検討します。

Ｅ
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17 スケ
ジュー
ル

　新設校の周知徹底は大切です
のでスケジュール通りやってほ
しいです。

　令和８年度の開校に向けて遅
滞なく進められるよう努めま
す。

Ｅ

16 情報セ
ンター

　学校の中心となる２階に図書
館・コンピュータ室を一体化さ
せて配置するのはいいと思いま
す。人の動線を考え、みんなが
利用できるメディアセンターは
きっと多いに活用されることが
期待できます。

　計画のとおり配置するととも
に、多様な活用方法に対応でき
るよう整備内容を検討します。

Ｂ

15 多目的
室

　多目的ルームは「物置化」し
たり「単なる遊び場化」しやす
いので、この配置は工夫されて
います。

　計画のとおり配置するととも
に、多様な活用方法に対応でき
るよう整備内容を検討します。

Ｂ

14 教室の
広さ

　可動式ロッカーの採用による
８×８の教室は、学びの活動が
柔軟かつ広がりも出るのでよい
と思います。

　計画のとおり整備します。 Ｂ

13 オープ
ンス
クール

　教室のオープン化はデメリッ
トのほうが大きいので反対で
す。

　隣の教室の音が聞こえてしま
うなどのデメリットもあります
が、多様な学習形態や学習内容
に対応できるスペースとしての
活用が期待できることから整備
を計画としています。
　今後、オープンスペースの活
用方法等について、教職員を対
象としたワークショップを開催
し、ご意見を伺う予定です。

Ｃ

12 教育方
針

　「柔軟で創造的な学習空間の
実現」は、学習主体である子供
たちを最優先に考えた素晴らし
い取組です。

　文部科学省の示す教育方針に
即した教育環境の実現に向けて
整備内容を検討します。

Ｅ

11 スケ
ジュー
ル

　スケジュールについては、多
面的・多角的に検討をすると令
和８年４月１日開校に賛成で
す。ゆとりは大切です。

　令和８年度の開校に向けて遅
滞なく進められるよう努めま
す。

Ｅ

10 交通安
全

　周辺道路について、歩車分離
を厳密にしてほしい。特に工事
期間中の潮止中学校との動線分
離に注意してほしい。（当然、
開校以降も）

　児童の通学は、住宅が多く道
路が広い西側の正門からの登校
を想定しています。
　潮止中学校側の道路について
も交通安全に配慮した計画とな
るように検討します。

Ｅ
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八潮市新設小学校建設基本設計（案）【給食室未決定時点】への意見と対応について

１　開催日
　　令和４年５月１７日（火）議員全体説明会

２　質問者数・意見件数
　　質問者数　
　　意見件数

３　意見と市の考え方
反映区分

：意見を反映し、案を修正する（した）
：すでに案で対応している
：案の変更はしないが、実施設計で参考としていく
：意見を反映できなかった（しない）
：その他

意見の概要

4 隣接校
との連
絡

　潮止中学校との出入口につい
て、中学校と話しているか。

　今後、中学校の意見を聴きな
がら検討を進めます。

Ｃ

5 植栽樹
木

　学校には桜を植えることが多
いと思うが、樹木の成長により
根や枝が広がると建物等に影響
があるので、樹種や植える位置
などを検討したほうがよいと思
う。

　影響を踏まえて検討を進めま
す。

Ｃ

2

6 防災 　体育館を１階としているが、
浸水への対応はどうなっている
か。

　中川が氾濫した場合を想定
し、床の高さを１ｍ嵩上げする
計画としています。

Ｂ

エレ
ベー
ター

　特別支援学級が１階にある
が、エレベータは給食用か。人
も乗れるのか。

　給食の運搬だけでなく、児童
や職員も使用できる乗用エレ
ベータを設置します。

Ｅ

3 シンボ
ルツ
リー

　シンボルツリーは何を想定し
ているか。

　樹種は未定です。今後、検討
を進めます。

Ｃ

意見
番号

項目 ご意見の要旨 市の対応・考え方
反映
区分

1 屋上
プール

　体育館の上にプールを設置す
るのか。

　体育館は災害時の避難所とな
るため、車いす利用者等の移動
を考慮し、１階に配置すること
とし、その上階に屋上プールを
整備する計画としています。
　また、プールを地上ではなく
建物の屋上とすることにより、
落ち葉などのごみが水槽に入ら
ないといったメリットがありま
す。

Ｅ

7 人
9 件

Ａ

Ｄ 2 件
Ｅ 3 件

件
Ｂ 1 件
Ｃ 3 件

0
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8 給食 　体育館の地下に給食施設を造
ることは検討できるか。

　給食施設の設置の有無につい
ては、市全体の給食提供方式の
方針に基づき決定していくこと
となります。現在、設計におい
て給食設備についても検討を進
めておりますが、建物地下への
整備は難しいものと考えていま
す。

Ｄ

9 交通安
全

　正門の位置が西側だが、北側
の方がよいのでは。

　北側道路が未整備であるた
め、既に整備済の西側道路に面
する位置に正門を計画しまし
た。また、将来整備される北側
道路に面する部分には歩道を設
け、児童の安全な登下校に配慮
する計画とします。

Ｄ

7 説明会 　新設小学校の説明会の対象者
は。

　感染症感染拡大の状況を踏ま
え、分離新設に係る学校の児童
の保護者などの関係者を対象と
して開催する予定です。また、
開催時期が夏場となること及び
感染症感染拡大防止の観点か
ら、エアコンが設置されている
大瀬小学校の体育館で開催する
予定としています。

Ｅ
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八潮市新設小学校建設基本設計（案）への意見と対応について

１　書面開催日
　　大曽根小学校運営協議会　　　令和４年７月２６日（火）文書通知
　　大瀬小学校運営協議会　　　　令和４年７月２６日（火）文書通知
　　大曽根小学校ＰＴＡ正副会長　令和４年７月２８日（木）文書通知
　　大瀬小学校ＰＴＡ正副会長　　令和４年７月２８日（木）文書通知

２　意見件数

３　意見と市の考え方
反映区分

：意見を反映し、案を修正する（した）
：すでに案で対応している
：案の変更はしないが、実施設計で参考としていく
：意見を反映できなかった（しない）
：その他

意見の概要

Ｂ 0 件

3 件

Ａ 0 件

Ｃ 0 件
Ｄ 0 件
Ｅ 3 件

意見
番号

意見者 ご意見の要旨 市の対応・考え方
反映
区分

1 大曽根
小学校
運営協
議会

　給食について公平性という言
葉で進めていくのはどうなの
か。答申を再度確認してほし
い。
　小学校においては、八條北小
学校と他の9校で教育プログラ
ムが異なるが、これも公平なの
か。
　次回の学校運営協議会で回答
してほしい。

　次回の学校運営協議会で担当
課から回答いたします。

Ｅ

3 大瀬小
学校運
営協議
会

　子どもたちに対しての案内及
び安全を最優先に工事を進めて
ほしい。

　ご意見のとおり対応いたしま
す。

Ｅ

2 大曽根
小学校
運営協
議会

　学区などの問題を含めて、通
学する年代の父兄に十分に説明
できる場があると良い。
　給食ビジョンについても、あ
らゆる方面から調べ、まとめて
いただいたため、理解できた
が、現在の父兄は自校式になる
ことを目指しているように感じ
る。

　新設小学校の母体校となる大
曽根小学校及び大瀬小学校の保
護者を対象とした説明会を実施
します。
　また、給食ビジョンについて
は、担当課において中間報告に
係るパブリックコメントを行い
ます。

Ｅ

1 / 1 ページ



八潮市新設小学校建設基本設計（案）への意見と対応について

１　書面開催日
　　令和４年７月２７日（水）第2回八潮市立小中学校施設建設委員会

２　意見件数

３　意見と市の考え方
反映区分

：意見を反映し、案を修正する（した）
：すでに案で対応している
：案の変更はしないが、実施設計で参考としていく
：意見を反映できなかった（しない）
：その他

意見の概要

7 件

Ａ

Ｅ 1 件

件
Ｂ 1 件
Ｃ 4 件

1

Ｄ 0 件

意見
番号

項目 ご意見の要旨 市の対応・考え方
反映
区分

1 手洗い
場

　水飲み場（手洗い場）が少な
い。

　１クラスにつき１箇所の設置
は面積的に困難ですが、１学年
（４クラス）に対して２箇所と
なるよう手洗いを設置すること
とします。

Ａ

5 校庭

3 教室窓 　教室窓に避難ハッチがない。 　校舎内の避難については、法
令による２方向避難が確保でき
れば、避難器具の設置は必ずし
も要するものではありません
が、設置の必要性が生じる場合
には、教育環境整備の観点か
ら、教室内ではなく、廊下や小
空間に設置することを検討しま
す。

Ｃ

4 避難所 　避難所の長期化を見据えて体
育館に手洗い場（炊事場）が
あった方が良い。

　防災部局の意見を伺いながら
実施設計において検討します。

Ｃ

　校庭にグリーンスペース
（畑）のような場所があった方
が良い。

　教職員の意見を伺いながら設
置場所等を検討します。

Ｃ

2 手洗い
場

　掃除用シンクがない。 　教職員の意見を伺いながら実
施設計において検討します。

Ｃ

6 学童保
育所

　学校が設置されると学童保育
所も必要になると考えるので、
担当部署と事前に調整（協議）
してほしい。

　既に協議はしており、担当課
でも学童保育所の整備を計画し
ていると伺っています。

Ｅ
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7 教室の
広さ

　教室の広さについては５０年
以上も８ｍ×８ｍ、あるいは７
ｍ×９ｍというモジュールが多
くの学校で採用されてきた。し
かし、子どもの体格、教科書の
A4版化とこれに伴う教材等の
大きさ、タブレット端末の一人
１台、また１クラス当たりの児
童数など、教育環境が変化して
いる。さらにはコロナ禍におけ
る社会情勢の変化もみられる。
これらを踏まえて学校生活の大
半を過ごす教室の広さについて
はしっかりと検証して適切なモ
ジュールとしてほしい。

　新設小学校においては、教室
のモジュールを８ｍ×８ｍとし
ていますが、教室に可動式ロッ
カーなどの移動可能な家具を採
用するとともに、可動間仕切に
より教室前のオープンスペース
と一体的な空間として利用でき
る計画とすることで、ＩＣＴ教
育や３５人学級、コロナ禍にお
ける社会情勢の変化に伴う多様
な学習内容及び学習形態に対応
できる教室空間の充実を図って
います。

Ｂ
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八潮市新設小学校建設基本設計（案）への市内学校からの意見と対応について

１　開催日
　　令和４年７月２９日（金）臨時校長会にて意見提出を依頼

２　意見件数
　　意見提出校　 （八幡小学校、柳之宮小学校、八幡中学校）
　　意見件数

３　意見と市の考え方
反映区分

：意見を反映し、案を修正する（した）
：すでに案で対応している
：案の変更はしないが、実施設計で参考としていく
：意見を反映できなかった（しない）
：その他

意見の概要

3 校
21 件

Ａ 2

Ｄ 3 件
Ｅ 0 件

件
Ｂ 6 件
Ｃ 10 件

2 トイレ 　１階特支学級の子どもたちの
トイレへの動線はどうなってい
るのか。
　多目的トイレが近いが、１室
だけだと心配である。

　特別支援学級の多目的トイレ
は、特別支援専用のトイレとし
て用いる計画としていますが、
実施設計において、トイレ内部
の造り方やトイレ器具数を検討
します。

Ｃ

意見
番号

項目 ご意見の要旨 市の対応・考え方
反映
区分

1 トイレ
配膳室

　１階配膳室前がトイレになっ
ているのが少し心配である。

　配膳室とトイレの出入口の位
置等について、実施設計で検討
します。

Ｃ

3 トイレ 　１階のトイレが少ない気がす
る。特別教室と特別支援学級が
あるフロアなので、特別支援教
室の前にある多目的トイレを普
通のトイレにしても良いくらい
に思う。

　実施設計において１階のトイ
レ器具数を検討します。
　特別支援学級の多目的トイレ
は、特別支援専用のトイレとし
て用いる計画としていますが、
実施設計において、トイレ内部
の造り方を検討します。

Ｃ

5 トイレ 　トイレは全て洋式にしてほし
い。ほとんどの児童は和式を使
いたがらない。

　全て洋式で計画しています。 Ｂ

Ｄ　建物全体の面積に限りがある
ため、広い面積を必要とするバ
リアフリートイレを各階に設置
することは困難であるため、一
般的な公共施設と同様に１階へ
の設置とし、埼玉県福祉のまち
づくり条例を遵守できる計画と
しています。

　これからの時代を考えると、
多目的トイレは各階に設置でき
るといいと思います。

トイレ4
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6 手洗い
場

　各階の手洗い場（流し）の場
所が少ないと思います。
　普通教室の前にあると便利で
す。

　１クラスにつき１箇所の設置
は面積的に困難ですが、１学年
（４クラス）に対して２箇所と
なるよう手洗いを設置すること
とします。

Ａ

7 手洗い
場

　手洗い場の数（水道の数）が
気になります。
　図面だとだいぶコンパクトに
見えますが、小学校は児童が
「一斉に」水道を使用すること
が多いので、今と同じくらいの
数を設置してほしいです。

　１クラスにつき１箇所の設置
は面積的に困難ですが、１学年
（４クラス）に対して２箇所と
なるよう手洗いを設置すること
とします。

Ａ

8 多目的
室

　体育館以外で学年集会ができ
る場所がどうしても必要である
ため、各フロアに多目的室が用
意されていて、とてもありがた
い。

　計画のとおり設置します。 Ｂ

9 プレイ
ルーム

　特別支援学級専用のプレイ
ルームがあるのは助かる。

　計画のとおり設置します。 Ｂ

10 保健室 　保健室、もしくは保健室付近
にシャワー室が欲しい。おもら
し対応や傷の洗浄に使える。
　また、同じ理由で保健室の外
に水道があると良い。

　保健室内にユニットシャワー
の設置を検討します。
　保健室の外に水道の設置を検
討します。

Ｃ

11 放送室 　１階放送室の場所は移動可能
か。
　放送室は子どもが出入りす
る。
　隣の校長室は来客が多い。
　教育相談室は、保護者の出入
りもあり、特別に配慮が必要な
子供の出入りもある。
　少し心配になりました。

　放送室は職員室等の管理諸室
周辺に隣接して計画することが
一般的であり、市内学校におい
ても同様の配置であると認識し
ていますが、実施設計において
ご意見を伺い、配置について検
討します。

Ｃ

12 事務室 　書類の管理や職員の個人情報
を守る観点から、事務室がある
と良い。

　事務室の単独設置は面積的に
困難であるため、校務センター
内において家具等によるゾーニ
ングを検討します。

Ｄ

2 / 4 ページ



13 プール 　体育館の上にプールがある設
計だと思うが、屋根をつけてほ
しい。

　屋上プール全体に屋根をかけ
ることについては、太陽光によ
る水温上昇が見込めず、温水
プールとしての設備が必要とな
るなど、費用対効果の観点から
行わないこととしていますが、
直射日光を避けるための日よけ
をプールサイドに設置する計画
としています。

Ｄ

14 プール 　「プールを屋内に」との意見
もあるようですが、私個人とし
ては、屋上で良いと思います。
年間を通してプール指導を行う
のであれば、屋内だと思います
が、その予定がないのであれ
ば、太陽の下で元気に泳ぐ方が
大切だと考えます。屋内は費用
対効果も低いですし、逆に夏場
に泳ぐと暑すぎてしまいます。

　計画のとおり屋上にプールを
設置します。

Ｂ

15 小空間
光庭

　普通教室の間の「小空間」や
３階の「光庭」など、広々とし
た空間があちこちにあり、使い
道が多いと感じました。

　計画のとおり設置します。 Ｂ

16 校門周
辺

　正門を出てすぐに道路となっ
ているように感じる。
　一定のスペースがあった方
が、安全が確保できると感じ
る。
　道路幅が広がらないとすれ
ば、正門を少し内側に入れて、
スペースを確保したらいいので
はないかと思う。

　敷地のうち、正門のある西側
道路及び車両出入口のある北側
道路に面する部分については、
道路から1.2ｍ程度後退し、歩
行帯を整備することで、児童の
登下校の安全を確保する計画と
しています。
　正門前の部分をさらに後退さ
せることについては、外構計画
において検討します。

Ｃ

17 校門周
辺

　校門の内側すぐの所に広いス
ペースがあり、あいさつ運動や
保護者受付などに有効な場所だ
と思いました。

　計画のとおり校門内側のス
ペースを確保する方向で検討し
ます。

Ｂ

18 校庭 　校庭に芝生の広場が予定され
ているが、維持管理が大変なの
で、ない方が良い。

　基本設計においては、緑地の
上を広場として使用できるよう
芝生による緑化を検討していま
したが、維持管理面を考慮し、
芝生ではなく樹木植栽等による
敷地内緑化について検討しま
す。

Ｃ
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19 動物小
屋

　校庭に動物小屋が予定されて
いるが、最近では動物の飼育が
教員の大きな負担になっている
ことや、動物とのふれあいが教
科書に載っていないことから作
らないほうが良い。

　動物飼育についての教育方針
に係る担当部署の意見を聴きな
がら整備内容を検討します。

Ｃ

20 駐車場 　駐車場が３０台の計画になっ
ているが、この規模の学校では
職員数が３０名を超えると思う
ので、教員以外の職員や来客対
応のことを考えると、駐車台数
を多く取れるようにした方が良
い。

　消防活動用地や緑地面積確保
などの法令等に基づく制限を踏
まえながら、駐車スペースの増
設が可能か検討します。

Ｃ

21 連絡通
路

　潮止中との連絡通路は、学年
単位の移動や、テントなど大き
なものの移動がしやすいように
広さなどに余裕があると良いの
ではないか。

　荷物の搬入搬出等も考慮し、
通路幅等を計画します。

Ｃ
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八潮市新設小学校建設基本設計（案）の保護者説明会実施結果と対応について

１　開催日
　　令和４年８月６日（土）、８月７日（日）

２　参加者・意見件数
　　参加者数　 （うち６日９人、７日１１人）
　　意見件数

３　意見と市の考え方
反映区分

：意見を反映し、案を修正する（した）
：すでに案で対応している
：案の変更はしないが、実施設計で参考としていく
：意見を反映できなかった（しない）
：その他

意見の概要

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

0 件
8 件
1 件
1 件
5 件

市の対応・考え方
反映
区分

　市教育委員会としましては、
将来の給食のあり方について、
「八潮市学校給食ビジョン」の
中で検討を行っており、本市の
今後の学校給食提供方式として
「公設の給食センターを設置す
ることが望ましい」とさせてい
ただいております。
　新設小学校についても、学校
給食提供方式が公設の給食セン
ターからの提供と考えておりま
すので、新設小学校に調理室を
設置しないとしております。

Ｅ

　新設小学校周辺の区域は、埼
玉県が施行する土地区画整理事
業の区域内となっております。
　まだ土地区画整理事業の施行
途中で部分的に畑や藪などが
残っておりますが、徐々に整備
が進められているところで、新
設小学校の周辺については、東
側は中学校に隣接し、西側と南
側は既存の住宅地となり、北側
は将来的に公園が整備される予
定ですので、現状よりは街並み
が整備されていくものと考えて
おります。

Ｅ

20 人
15 件

意見
番号

項目 ご意見の要旨

1 給食 　吉川市には校舎内に独自の調
理室があるが、新設小学校には
調理場が見られない。調理室が
設置出来なかった理由を教えて
ほしい。

2 周辺環
境

　今建設を予定している新設小
学校周辺は畑や藪が多く、今後
小学生が学校に通うことを考え
ると、小学生は背が低いため、
なかなか大人の目が行き届きに
くい場所が多くあるように感じ
る。
　そこで、新設小学校の周辺環
境の整備という点で整理はされ
ているのかを教えてほしい。
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　新設小学校のキャッチコピー
である「ひと・自然にやさし
い、光と風にあふれる開かれた
学び舎」は市教育委員会と設計
業者のどちらが作成したもの
か。

　キャッチコピーにつきまして
は、設計業者から案をご提案い
ただいたものと、庁内で検討し
たものをあわせて作成したもの
となります。

Ｂ

7 給食 　以前、学校給食で事故を起こ
ましたが、食の安全について、
市教育委員会から設計業者へ相
談はあったか。

　食の安全については、新設小
学校を設計する上で、市教育委
員会と設計会社で新設小学校に
給食室を作るか否か等、協議を
させていただきました。

Ｅ

6 説明会
の周知

　説明会の周知はどのように
行ったのか。
　また、幼稚園や保育園、これ
から小学校に上がる子どもの保
護者へのお知らせはしていない
のか。

　大曽根小学校、大瀬小学校の
全保護者に文書で通知を出させ
ていただきました。幼稚園や保
育園、これから小学校に上がる
子供の保護者については、幼稚
園等にもポスターの掲示を依頼
するなどの情報提供しておりま
す。

Ｅ

　学童保育所につきましては、
担当課が子育て支援課であり、
当該課との協議は進めさせてい
ただいております。
　また、子育て支援課のほうで
も新設小学校の整備の進捗にあ
わせて、何らかの対応を検討す
ると伺っておりますので、詳細
につきましては担当課である子
育て支援課にご連絡いただけれ
ばと思います。

Ｄ

　お見込みのとおりです。 Ｂ

3 学童保
育所

　学童保育所の配置について
は、検討しているか。

5 １階床
レベル
の底上
げ

　設計方針４について建物１階
レベルの底上げと記載がある
が、建物が１ｍ高くなるわけで
はなく、１ｍ盛り土をするとい
うことか。

4 キャッ
チコ
ピー

2 / 5 ページ



8 給食 　本日の説明会の中では給食に
ついて何も説明がなかった。

　本日ご説明させていただいた
のは新設小学校建設基本設計で
ございます。
　こちらの基本設計の他に、学
校給食ビジョンを策定してお
り、中間報告（案）といたしま
して現在パブリックコメントを
行っております。その中で、八
潮市全体の今後の給食のあり方
や新設小学校に給食調理室をつ
くるのか否か等を検討した結
果、新設小学校には給食室は作
らないということで方針が出さ
れましたので、方針を反映し新
設小学校の設計図には給食室の
記載がないということになりま
す。

Ｅ

10 避難経
路

　火災等の避難経路について教
えてほしい。

　避難経路につきましては、建
築基準法と消防法の関係で避難
経路を２方向設けなければいけ
ないと決められております。新
設小学校については、階段が
３ヵ所設けられておりますの
で、２方向避難というところで
は十分設計に反映されておりま
す。
　また、消防法に基づいて校舎
の内部に必要な避難器具を設置
し、避難経路を確保いたしま
す。
　消防車等の緊急車両につきま
しては、基本的には北側から入
る事を想定していますが、必要
に応じてグラウンド側からも入
れるように緊急車両の出入口と
してグラウンドの西側部に出入
口を設けさせていただいており
ます。

Ｂ

9 冷暖房
設備

　各教室に冷暖房設備は配置さ
れるという認識で間違いない
か。配置する場合、室外機は学
校敷地のどこに配置するのか。

　各教室の方にも、冷暖房設備
は配置させていただきます。
　また、室外機については、屋
上に配置する計画でございま
す。

Ｂ
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13 太陽光
発電

　避難所機能強化や太陽光利用
について説明があったが、太陽
光発電の規模について少し心配
である。
　今後、災害時に新設小学校が
地域の防災拠点になっていくう
えで、省エネや蓄エネ等の設備
を整備し、例えば真夏の炎天下
の中で地震が発生し、学校へ避
難した際に、停電時であっても
太陽光発電で電力を自給できる
ような建物が今後の公共施設に
求められてくると思う。校舎屋
上の空きスペースにさらに太陽
光パネルを設置することもでき
そうだと思う。
　このあたりについて何か検討
しているか。

　太陽光発電は、災害時の電力
供給としての利用を考えると、
天候の影響を受けるという課題
があり、太陽光発電を曇天や雨
天でも使えるようにするために
は、太陽光パネルと併せて蓄電
設備を設置する必要がありま
す。
　このため、新設校における災
害時の電源確保について、太陽
光パネルと蓄電設備を設置する
のか、それとも、太陽光発電と
は別に非常用発電機を設置する
のか、双方について比較検討し
ました。
　その結果、新設小学校におけ
る太陽光発電設備については、
省エネルギーの観点を踏まえた
必要最低限の規模とし、悪天候
時における非常用電源として
は、太陽光発電設備とは別に非
常用発電機を設置する計画とし
ております。

Ｂ

12 防犯対
策

　敷地の外から中へ入るための
出入口付近には柵などを設置す
るのか。

　敷地境界にはメッシュフェン
スのような柵を設置する予定で
す。あわせて内側には、生け垣
等の植栽帯を設け、近隣住宅へ
の砂埃等の軽減も図れるような
計画としております。

Ｂ

11 防犯対
策

　不審者侵入等の対策について
教えてほしい。

　防犯面につきましては、建物
南側に児童が入って来られる昇
降口を設置し、隣接して校務セ
ンター（職員室）を設けること
で見守りがしやすい配置として
おります。
　また、機械的な整備として防
犯カメラ等を出入口の近くに配
置する予定です。
　また、学校では、学校関係者
の他、体育館を利用するスポー
ツ団体の方が利用することも想
定されるため、出入口を一緒に
するのは防犯上好ましくないと
いう観点から、建物北側の駐車
場に面する位置に教職員用出入
口と外部団体用出入口をそれぞ
れ別に設置する計画としており
ます。

Ｂ
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15 水道の
非接触
化

　設計方針２の自動洗浄などの
非接触化というのは、自動で水
道が出るという認識でしょう
か。

　お見込みのとおりです。 Ｂ

　発電機の燃料供給については
７２時間の設定を行うか否かの
比較検討をしています。
　蓄電設備の設置については今
後検討していきます。

Ｃ14 発電機
蓄電設
備

　発電機はガソリン等での運用
になると思うが、燃料供給に問
題はないのか。
　世間では蓄電設備の設置も増
えているので、今後検討の余地
があれば検討してほしい。
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八潮市新設小学校建設基本設計（案）の教職員ワークショップ実施結果と対応について

１　開催日
　　令和４年８月１８日（木）

２　参加者・意見件数
　　参加者数　
　　意見件数

３　意見と市の考え方
反映区分

：意見を反映し、案を修正する（した）
：すでに案で対応している
：案の変更はしないが、実施設計で参考としていく
：意見を反映できなかった（しない）
：その他

意見の概要

5 オープ
ンス
ペース

　廊下にベンチがたくさんある
ことが気になる。
　悪い意味での「たまり場」に
なってしまうと感じる。同じく
「デン」と「小空間」も目が届
かなくなりそうで怖い。

　子どものスケールにあった空
間づくりを目指しています。
　目の届きやすい造りを念頭
に、良好な教育環境となるよう
ご意見を伺いながら実施設計で
検討します。

Ｃ

4 オープ
ンス
ペース

　可動ロッカーの位置について
教室内には様々な物を置くこと
が必要なので、児童用ロッカー
を可動にすると結局OSに置く
ことになりそう。

　普段使う物の収納は、教室の
近くに配置します。
　具体的に何をどれくらいの収
納が必要かは、実施設計の際に
ヒアリングを行い検討します。

Ｃ

Ｃ

3 オープ
ンス
ペース

　オープンスペースに収納を増
やして欲しい。

　収納する物や量について把握
し、教材室と併せて検討しま
す。

Ｃ

1 オープ
ンス
ペース

　手洗い場が少ない。
　給食前等一斉利用することが
多いため、1クラスにつき1か
所程度欲しい。

　１クラスにつき１箇所程度の
設置は面積的に難しいですが、
４クラスに対して２箇所となる
よう手洗いを設置することとし
ます。

Ａ

意見
番号

項目 ご意見の要旨 市の対応・考え方
反映
区分

8 人
38 件

Ａ 1

Ｄ 5

2 オープ
ンス
ペース

　オープンスペースに立体作品
を飾れる棚や、クッションス
ツール（座れるクッション）も
あると良い。

　展示棚の設置について、造り
付け又は備品で検討します。
　クッションスツールは備品で
検討します。

件
Ｅ 2 件

件
Ｂ 2 件
Ｃ 28 件
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　廊下の見通しの確保を踏まえ
ながら実施設計で検討します。

Ｃ

13 小空間 　壁の高さを考慮する等、外か
ら上から見えるようなつくりが
安心できる。

　安心できるつくりとなるよう
実施設計で検討します。

Ｃ

11 小空間 　設置することは良いと思う。 　設置する方向で検討します。 Ｃ

14 可動間
仕切

　可動間仕切りの材質をホワイ
トボードのような材質にすれば
磁石で掲示でき、プロジェク
ター利用等ICT授業でも活用で
きる。

　可動間仕切りの材質について
実施設計で検討します。
　鋼板材質（白色）の対応等、
多様な使い方について検討しま
す。

Ｃ

9 小空間 　小空間に学年で使える収納棚
が欲しい。

　収納する物や量について把握
し、教材室と併せて検討しま
す。

Ｃ

10 小空間 　小空間を学年（クラス）単位
で使えると助かる。
・図工で製作中の作品の一時保
管や教室に置けない荷物置場が
ほしい。
・共有の特別教室に物を置くの
は難しく、教室のスペースにも
限りがあるため。

　小空間の数は面積の制限もあ
り、増設や専有化は困難です
が、多目的に使えるように整備
します。
　作品保管等の棚は備品で検討
します。
　収納する物や量について把握
し、教材室と併せて検討しま
す。

Ｄ

12 小空間 　廊下へのはみ出し部分を抑
え、広い廊下の見通しを良くし
た方が良い。

8 小空間 　小空間は、廊下との間に間仕
切りを設けてはどうか
・体育やクラブの着替え時にも
利用できる。
・ICT活用で、声の録音や録画
する機会も増えると考えられる
ため。

　設置する方向で検討します。
使用用途に応じてカーテンや目
隠しできるような仕様も検討し
ます。

Ｃ

Ｃ

7 オープ
ンス
ペース

　オープンスペース及び教室の
温度管理が心配である。夏でも
冬でも利用できるよう空調を設
置してほしい。

　教室及びオープンスペースに
は空調設備を設置します。

Ｂ

6 オープ
ンス
ペース

　廊下に家具がたくさん置かれ
るようであるが、休み時間や緊
急時の避難等、児童がふつから
ないか心配である。
　指導は当然行うものの、家具
をしまうスペースを設けるか、
可動式のものにしてもらえると
良い。

　避難経路の確保や児童の動線
を踏まえ、備品の量及び配置を
検討します。
　また、家具は移動しやすいも
のを選択します。
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22 情報セ
ンター

　維持管理の面から、床の材質
はタイルカーペットではなく、
木質が良い。

　情報センターも含めた学校全
体としてタイルカーペット以外
の材料で検討します。

Ｃ

21 配膳 　配膳の場所はどこか。 　各階エレベーターの隣に配膳
室を設置しています。
　給食時間に配膳室から各教室
に運ぶ計画となっています。

Ｅ

20 階段 　各教室からの上下階への移動
に支障はないか。

　校舎の東西に設ける２つの階
段により各階への移動を行う設
計としています。
　これにより、他の学年の教室
の前を通らなくても各特別教室
へ移動できる動線計画となって
います。

Ｂ

19 トイレ 　各教室から均等の位置に欲し
い。

　全ての教室から全く同じ距離
にトイレを配置することは平面
計画上困難ですが、現計画にお
いて概ね均等な位置となってい
ると認識しています。

Ｄ

18 トイレ 　男女トイレの入口の方向が同
じになると良い。

　トイレはオープンスペースに
隣接する位置となりますので、
オープンスペースを有効に活用
するにあたって支障のない位置
となるよう計画いたします。

Ｃ

17 普通教
室

　各教室に流しが欲しい。 　教室の面積に限りがあるた
め、多目的に使うオープンス
ペースに流し・手洗い機能を集
約することにより、教室内には
固定的な設備は設けず、将来的
な可変性に対応できる計画とし
ています。

Ｄ

16 可動間
仕切

　可動間仕切部分だけでなく、
廊下の壁面にも掲示ができる仕
様として欲しい。

　設置する方向で検討します。 Ｃ

15 可動間
仕切

　普通教室の扉が大きく開く
と、児童の作品等（絵画や書
道）の掲示スペースが減ってし
まうので、廊下やほかの場所に
掲示できる場所を増やしてほし
い。

　設置する方向で検討します。 Ｃ
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30 プロ
ジェク
タース
ペース

　各グループワークのテーブル
毎に移動白板があれば、それぞ
れでプロジェクターを使える。

　移動白板、プロジェクターは
備品で検討します。
　プロジェクター用電源につい
て、必要な電気容量、工事費を
検討します。

Ｃ

29 プロ
ジェク
タース
ペース

　普通教室との機能・用途の違
いをどう考えるか。

　プロジェクタースペースは、
発表などの場として、普通教室
とは異なる空間・雰囲気となる
よう２層吹抜けによる天井高さ
を創出できる階に設計していま
す。
　今後、普通教室にはない機
能、用途を持たせられる整備内
容について検討します。

Ｃ

28 プロ
ジェク
タース
ペース

　グループ分、ホワイトボード
に映して、みんなで資料を作っ
ていくことができる。

　設置する方向で検討します。 Ｃ

27 情報セ
ンター

　窓際の個人の座席は良いと思
う。

　設置する方向で検討します。 Ｃ

26 情報セ
ンター

　グループワークテーブルに電
源が欲しい。

　フロアコンセントなどの設置
を検討します。
　電気容量や工事費の制限を踏
まえながら、電源の箇所数を検
討します。

Ｃ

25 情報セ
ンター

　情報機器があるところは、施
錠できる方が良い。

　間仕切りやドアの設置を検討
します。

Ｃ

24 情報セ
ンター

　外国語教室の隣だと騒がしい
のではないか。
外国語の授業は音楽を流した
り、歌ったりすることが多いた
め。

　外国語教室の防音や外国語教
室に隣接する生活室の位置を実
施設計において検討します。

Ｃ

23 情報セ
ンター

　中高学年のほうが情報セン
ターを使用することが多いた
め、教室移動のことを考える
と、2階ではなく上階に配置し
たほうが良いのではないか。

　情報センターは、今後より一
層の推進が図られるICT授業を
展開する場として、多くの児童
が集いやすい校舎の中央周辺に
計画するとともに、併設するプ
ロジェクタースペースが通常と
は異なる空間・雰囲気となるよ
う２層吹抜けによる天井高さを
創出できる階に設計しました。
今後、情報センターと各学年の
配置について実施設計で検討し
ます。

Ｃ
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38 読み聞
かせ
コー
ナー

　1クラス35人で行う場合は、
オープンスペースを使えば良い
のでは。

　運用面での対応も踏まえて、
読み聞かせコーナーの規模等を
実施設計で検討します。

Ｃ

37 読み聞
かせ
コー
ナー

　昼休みに高学年が低学年に向
けて、読み聞かせができるので
良いと思う。

　読み聞かせコーナーの適正な
規模について実施設計で検討し
ます。

Ｃ

36 読み聞
かせ
コー
ナー

中途半端な広さならばなくても
良いのではないか。

少人数での利用も想定されるた
め、設置する方向で検討しま
す。

Ｄ

35 読み聞
かせ
コー
ナー

　ある程度の大人数が入る大き
さが必要。地域の方の読み聞か
せとなると、クラス単位等とな
るため。

　情報センターの面積が限られ
ているため、大人数が収容でき
る広さの確保は困難です。運用
面での対応も踏まえて、読み聞
かせコーナーの規模等を実施設
計で検討します。

Ｄ

34 読み聞
かせ
コー
ナー

　収容人数は何人を想定してい
るか。

　10～15人程度を想定してい
ます。

Ｅ

33 プロ
ジェク
タース
ペース

　印刷コーナーが欲しい。 　コーナーの整備について実施
設計で検討します。
　コピー複合機は備品で検討し
ます。

Ｃ

32 プロ
ジェク
タース
ペース

　充電のできる机があると良
い。

　備品で検討します。
　電気容量や工事費の制限を踏
まえながら、電源の箇所数を検
討します。

Ｃ

31 プロ
ジェク
タース
ペース

　小机付きの椅子があると、タ
ブレットの操作がしやすい。

　備品で検討します。 Ｃ
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八潮市新設小学校建設基本設計（案）のパブリックコメント実施結果と対応について

１　意見募集期間
　　令和４年８月４日から令和４年９月２日まで（３０日間）

２　意見提出者・件数
　　提出者数
　　意見件数

３　意見と市の考え方
反映区分

：意見を反映し、案を修正する（した）
：すでに案で対応している
：案の変更はしないが、実施設計で参考としていく
：意見を反映できなかった（しない）
：その他

パブリックコメントの意見と対応

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

10 人
28 件

件
件

0
6

件8
10 件
4 件

　死角を少なくし、やむを得ず
死角が生まれる場所について
は、防犯カメラを設置してほし
い。

　防災・防犯への配慮として、
防犯カメラの設置を行う予定で
す。

Ｂ4 P3

　誰でも使えるトイレにはオス
メイトを設置してほしい。
　また、女子トイレ内には生理
用品を常備し、男子トイレにも
個室にゴミ箱を設置してほし
い。

　オストメイトについては、実
施設計において設置が可能か検
討します。
　また、現在市内１５校で女子
トイレには生理用品を、男子ト
イレにはサニタリーボックスを
設置しておりますので、新設小
学校においても同様に設置を行
う予定です。

Ｃ

3 平面図
パース

　プール防犯設備を徹底してほ
しい（プール廃止でも良い）。
パースのとおり外周を塀で囲う
形となることを希望する。

　プールは屋上設置とし、その
外周を目隠しフェンスで囲う計
画としております。

Ｂ

反映
区分

ご意見の要旨 市の対応・考え方

　大瀬４丁目にあるシティテラ
ス八潮に住んでおり、新設小学
校が開校する年度に子供が小学
校にあがるが、学区としては新
設小学校学区に含まれていると
聞いた。
　このマンションを購入した人
は大瀬小学校が目の前にあるの
で、子供のことを思い、ここに
住んでいるため、学区について
不安を感じている。

　新設小学校の学区について
は、基本設計に対する意見では
ないため、担当課から別途ご連
絡をさせていただき、個別にご
説明させていただきました。
　なお、シティテラス八潮は大
瀬小学校の通学区域であると担
当課から伺っております。

Ｅ

意見
番号

箇所

－1

2 －
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10 － 　通学時間の道路については、
交通規制をしてほしい（午前７
時から９時の間、通行止め
等）。

　基本設計に対する意見ではな
いため、回答できません。いた
だいたご意見については、担当
課にお伝えします。

Ｅ

11 － 　「給食提供方式は一カ所の公
設センター方式」とされ、「令
和8年度開校予定の新設小学校
には給食調理室は設置しない」
との中間報告に反対し、市内に
複数の共同調理場を設置し、単
独校方式及び親子方式が合理的
な学校については単独校方式及
び親子方式を採用してほしい。
　また、新設小学校に給食調理
室を設置する事を求める。

　給食提供方式については、基
本設計に対する意見ではないた
め、八潮市学校給食ビジョン中
間報告（案）に対する意見とし
て回答をいたします。
　また、新設小学校に給食調理
室を設置することについては、
八潮市学校給食ビジョン中間報
告（案）において、新設小学校
には調理室を設置しない方向性
が示されたことから、その内容
を踏まえて基本設計（案）のと
おりといたします。しかしなが
ら、学校給食ビジョンの中間報
告（案）のパブリックコメント
の結果が纏まっていないため、
実施設計を開始せず、今後、学
校給食ビジョンの中間報告
（案）が決定し次第、その内容
を反映していきます。

Ｄ

8 － 　外観等は華やかではなくて良
いため、児童が過ごしやすい学
校にしてほしい。

　実施設計において、ご意見を
参考とさせていただきます。

Ｃ

9 － 　ＰＴＡを廃止し、ボランティ
ア制を導入してほしい。地域の
結びつきが弱まる懸念について
は地域ボランティアを導入する
ことで対応する。

　基本設計に対する意見ではな
いため、回答できません。いた
だいたご意見については、担当
課にお伝えします。

Ｅ

　手洗いにお湯が出るよう、混
合栓の設置をしてほしい。

　実施設計において、ご意見を
参考にさせていただきます。

Ｃ

7 － 　各教室または児童が使いやす
い場所にカームダウンエリアを
設置してほしい。各教室といか
ずとも特別支援学級にはつけて
ほしい。

　普通教室の付近に複数設けて
いる小空間は、カームダウンエ
リアとしても利用することが可
能です。また、置き型のカーム
ダウンエリアを備品購入するな
ど、意見を参考に検討させてい
ただきます。

Ｃ

5 － 　教材の持ち帰りを前提とする
のではなく、机の引き出しを施
錠する商品を導入するなどし、
適宜置き勉に対応できるスペー
スの確保をしてほしい。

　教材の持ち帰りなどの教育方
針に係る担当部署の意見を聴き
ながら整備内容を検討してまい
ります。

Ｃ

6 －
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14 P3
P5

　避難所での利用も考慮し、体
育館に冷暖房設備を整備してほ
しい。

　屋内運動場については、災害
対策として、避難所の利用も考
慮し、空調設備を設置する計画
としております。

Ｂ

15 P6 　校庭には、災害時簡易トイレ
に替わる遊具等を整備してほし
い。

　校庭に設置する遊器具等の詳
細については、実施設計におい
て検討します。
　また、災害対策として、屋外
にマンホールトイレの設置を検
討しています。

Ｃ

12 － 　新設小学校には給食室を作る
べきと考える。できれば給食室
の規模は潮止小学校にも親子方
式で給食を提供できる規模
（1000食）にするべきであ
る。学校給食ビジョン中間報告
（案）では、「市内に１箇所の
み自校式給食となるのは不公平
になる」ことが最大の理由とさ
れているが、八潮市民のどれく
らいの人が不公平だと言ったの
か。現在はセンター方式で考え
ていても、将来センターが老朽
化して建て替えの時期が来る。
その際に、八潮市の給食の方針
も変わり自校式を推進する可能
性あるため、いつでも可能な状
態にしておくことが賢明だと思
う。学校給食の話は10～20年
間ではなく、50年や100年以
上先もあるという視点で考える
べきである。

　給食提供方式については、基
本設計に対する意見ではないた
め、八潮市学校給食ビジョン中
間報告（案）に対する意見とし
て回答をいたします。
　また、新設小学校に給食調理
室を設置することについては、
八潮市学校給食ビジョン中間報
告（案）において、新設小学校
には調理室を設置しない方向性
が示されたことから、その内容
を踏まえて基本設計（案）のと
おりといたします。しかしなが
ら、学校給食ビジョンの中間報
告（案）のパブリックコメント
の結果が纏まっていないため、
実施設計を開始せず、今後、学
校給食ビジョンの中間報告
（案）が決定し次第、その内容
を反映していきます。

Ｄ

13 P3
P6

　学校内については、できるだ
けバリアフリーに配慮し、多く
の人が使える建物にしてほし
い。（避難所等で使用するた
め）

　バリアフリー対策として、車
椅子対応エレベーター、バリア
フリートイレ、スロープの設置
等により、バリアフリーに配慮
した設計としております。

Ｂ
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　専門教科ができる教室を設計
し、専門教科の指導ができる教
師を配置してほしい。

　現在、本市において専科指導
（教科担任制）の実施について
の方向性は示されておりません
が、新設小学校の特別教室につ
いては、本市の教育現場の状況
に鑑み、理科室、音楽室、図工
室、家庭科室等のほか、外国語
教室を整備する計画としていま
す。

Ｃ

19 － 　パブリックコメントは広報等
に載せ、多くの市民に知らせな
ければ意味を持たない。

　基本設計に対する意見ではな
いため、回答できません。
　なお、このパブリックコメン
トについては、広報、市ホーム
ページで周知を行っています。

Ｅ

18 P3
P4
P5

16 － 　給食は自校式で実施できるよ
うに設計してほしい。

　給食提供方式については、基
本設計に対する意見ではないた
め、八潮市学校給食ビジョン中
間報告（案）に対する意見とし
て回答をいたします。
　また、新設小学校に給食調理
室を設置することについては、
八潮市学校給食ビジョン中間報
告（案）において、新設小学校
には調理室を設置しない方向性
が示されたことから、その内容
を踏まえて基本設計（案）のと
おりといたします。しかしなが
ら、学校給食ビジョンの中間報
告（案）のパブリックコメント
の結果が纏まっていないため、
実施設計を開始せず、今後、学
校給食ビジョンの中間報告
（案）が決定し次第、その内容
を反映していきます。

Ｄ

17 － 　学校の敷地内に学童保育所を
整備してほしい。

　学童保育所の整備について
は、教育委員会で担当しており
ません。
　担当課において新設小学校の
児童を対象にした学童保育所の
整備について場所も含めて検討
していると伺っております。

Ｄ
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－ 　新設小学校に給食室を作る事
で、八潮市で初めて自校式によ
る給食提供式を採用したという
モデルケースになると考える。
新設小学校にだけ給食室を作る
ことが不平等につながるとは周
りからも聞こえては来ない。

　給食提供方式については、基
本設計に対する意見ではないた
め、八潮市学校給食ビジョン中
間報告（案）に対する意見とし
て回答をいたします。
　また、新設小学校に給食調理
室を設置することについては、
八潮市学校給食ビジョン中間報
告（案）において、新設小学校
には調理室を設置しない方向性
が示されたことから、その内容
を踏まえて基本設計（案）のと
おりといたします。しかしなが
ら、学校給食ビジョンの中間報
告（案）のパブリックコメント
の結果が纏まっていないため、
実施設計を開始せず、今後、学
校給食ビジョンの中間報告
（案）が決定し次第、その内容
を反映していきます。

Ｄ

20

21

22

P5
平面図

　コロナ対策等から換気が非常
に大切であるが、図面をみると
対角的に窓がないため、風が通
らないように見える。

　普通教室の南面や特別教室の
北面は外気に面しており、その
反対側となる廊下側には外気に
面する吹抜けや光庭を設けてい
るため、これらに面する窓を開
けることで、風が通り抜ける自
然換気を行うことができる計画
としています。
　また、自然換気だけでなく、
機械換気設備の設置により十分
な換気量を確保する計画として
います。

Ｂ

平面図
パース

　低学年はプランターで植物を
育てる授業もあることから、ベ
ランダは必要と考える。
　また、ベランダがないと直射
日光があたり、授業に集中でき
ないと感じる。

　市内小学校においては、ベラ
ンダのない学校が多く、ベラン
ダのある学校においては、児童
の転落防止の観点から、原則と
してベランダに立ち入らないよ
う指導しています。
　このため、新設小学校につい
ては、関係課から必要ないとの
ご意見を受け、ベランダを設置
しないこととしましたが、教室
内への直射日光への対応とし
て、窓の上部に庇を設置する計
画としています。

Ｄ
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P5
平面図

　教室を南に配置する根拠はど
こにあるのか。直射日光を避け
るための日差しを各教室につけ
て日当たりを確保しつつ、暑く
ならない工夫を取ると説明会に
て案内があったが、暑い時期は
教室が南向きであるとその分暑
くなってしまい、冷房をより必
要としてしまう。そのためそも
そも教室を南に配置しない方が
電力の節約ができ、地球温暖化
対策になるのではないか。

23

　小学校施設整備指針（文部科
学省）において、普通教室につ
いては、「日照，採光，通風，
換気，室温，音の影響等に配慮
した良好な環境条件の確保に十
分留意し，位置，方位等を計画
することが重要である。」と定
められています。
　このため、北半球に位置する
我が国においては、戸建て住宅
やマンション等の設計における
考え方と同様に、より日照条件
の良い建物南側に、児童が一日
の大半を過ごす普通教室を配置
する計画とすることが一般的で
す。
　日射による室温上昇等への対
策については、窓の上部に設置
する庇により、太陽高度の高い
夏季においては教室内への日射
を遮り、太陽高度の低い冬季に
おいては教室内に日照を取り入
れることができる設計としてお
り、窓ガラスについても断熱性
に優れたものを採用し、年間を
通して省エネルギー化を図る設
計としています。

Ｄ

－ 　新設小学校には給食室を作っ
て、近隣からも通いたくなる学
校にすべきである。自校式給食
を設置しない理由が「公平性」
とあるが、低い水準を保つこと
ではなく、どう水準をあげて近
隣レベルに持っていくかが公平
性になるのではないか。できる
ところから給食室を作るとして
も10年であり、40年待った市
民は待つことができる。今の八
潮だからこそ、新設小学校には
誰もがうらやむ給食室を設置す
べきであり、2020年の給食審
議会の答申に市の考えは反して
いる。

　給食提供方式については、基
本設計に対する意見ではないた
め、八潮市学校給食ビジョン中
間報告（案）に対する意見とし
て回答をいたします。
　また、新設小学校に給食調理
室を設置することについては、
八潮市学校給食ビジョン中間報
告（案）において、新設小学校
には調理室を設置しない方向性
が示されたことから、その内容
を踏まえて基本設計（案）のと
おりといたします。しかしなが
ら、学校給食ビジョンの中間報
告（案）のパブリックコメント
の結果が纏まっていないため、
実施設計を開始せず、今後、学
校給食ビジョンの中間報告
（案）が決定し次第、その内容
を反映していきます。

Ｄ

24
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配置図 　校庭に中学校と同様に屋外照
明設備を設置してほしい。

　小学校では夜間のグラウンド
使用は想定していないため、屋
外照明設備は設置しません。

Ｄ

P5 　(2)災害対策④「グラウンド
には井戸水を利用したマンホー
ルトイレを設置する」となって
いるが、校舎内のトイレについ
ても災害（断水時）に雨水や井
戸水も利用可能としたトイレ設
備としてほしい。

　校舎内のトイレのうち、災害
時に避難所となる屋内運動場に
隣接するトイレについては、災
害時においても使用可能となる
よう検討しております。

Ｂ

配置図 　正門付近に雨天の登校時に、
雨具を使用せず児童の見守りが
可能な立哨ＢＯＸのような建物
を配置してほしい。

　実施設計において、ご意見を
参考にさせていただきます。

Ｃ

－ 　学校給食の給食室は想定して
いないと説明会で説明があった
が、新設小学校を親として共同
調理場を建設する選択肢はなく
さず建設の可能性を検討してほ
しい。
　八潮市学校給食審議会の答申
では、リスク分散のため複数の
共同調理場を設けることを要求
しており、現時点の「八潮市学
校給食ビジョン中間報告
（案）」は答申と反する１箇所
の公設センターを結論づけてい
る。１箇所の公設センターに加
え、新設小学校による共同調理
場を建設し、複数の共同調理場
を構える選択肢が検討できる可
能性が残っている。

　給食提供方式については、基
本設計に対する意見ではないた
め、八潮市学校給食ビジョン中
間報告（案）に対する意見とし
て回答をいたします。
　また、新設小学校に給食調理
室を設置することについては、
八潮市学校給食ビジョン中間報
告（案）において、新設小学校
には調理室を設置しない方向性
が示されたことから、その内容
を踏まえて基本設計（案）のと
おりといたします。しかしなが
ら、学校給食ビジョンの中間報
告（案）のパブリックコメント
の結果が纏まっていないため、
実施設計を開始せず、今後、学
校給食ビジョンの中間報告
（案）が決定し次第、その内容
を反映していきます。

Ｄ25

26

27

28
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